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J-STAGEによる記事の配信状況と h指数の報告 

千葉工業大学 社会システム科学部 プロジェクトマネジメント学科 田隈 広紀 

 
１．当記事の目的  

2 号と 3 号の掲載記事にて、当学

会が発刊する 3 つの雑誌（学会誌・

予稿集・P2M マガジン）の電子化の

経緯とそのメリット、操作方法を解

説致しました [ 1 ] [ 2 ]。当記事ではこの

現 状 報 告 と し て 、 各 誌 の J -STAGE
配信状況を記し、また最近 J -STAGE
の 画 面 レ イ ア ウ ト が 刷 新 さ れ ま し

た の で 新 画 面 で の 簡 単 な 操 作 説 明

を付します。さらに J -STAGE へ記事

を移行したことに伴い、国際 P2M 学

会誌の「 h 指数」が 3,000 以上 [ 3 ]あ

る国内のジャーナルの中で 21 位に

ランクイン [ 4 ]しておりましたので、

併せて報告致します。  
 

２．J-STAGE へのデータ移行の進捗

状況  
こ れ ま で の 記 事 で 報 告 し た 事 項

の要約は下記の通りです。  
1)   2015 年年次総会承認の「デジ

タル化の推進」の一環で、当学会

が 出 版 し て い る 雑 誌 の 公 開 方 法

を、冊子体から電子的な方法へ移

行している  
2)   一方で、以前まで学会誌・予

稿集の配信に用いていた CiNi i が

2016 年 3 月末に新規記事掲載の受

付を停止したことに伴い、配信元

を全て J -STAGE へ移行した  
3)   J -STAGE では国内外の著名な

電 子 ジ ャ ー ナ ル サ イ ト と の デ ー

タ連携、掲載記事の引用・被引用

関係の表示、高度な検索機能、各

種統計データ等が提供される  
2016 年度から J -STAGE における

当 学 会 の 雑 誌 掲 載 サ イ ト の 構 築 を

開始し、学会誌と予稿集については、

す で に バ ッ ク ナ ン バ ー を 含 め た す

べ て の 記 事 が 閲 覧 可 能 に な っ て い

ます。なお当学会の学会誌は過去に

2 回の書誌名変更を行っており、創

刊号は「国際 P2M 学会記念論文集」、

Vol.  1 ,  No.  1 から Vol.  5 ,  No.  2 まで

は「国際プロジェクト・プログラム

マネジメント学会誌」というタイト

ルで、別々の J -STAGE サイトから配

信されております（電子ジャーナル

シ ス テ ム の 共 通 的 な 制 約 で タ イ ト

ル が 異 な る 雑 誌 の 記 事 を 統 合 し て

配信できず、各サイトに相互リンク

を張る形で対応しました）。これに

加え、 2018 年末にはこの「 P2M マ

ガジン」用の J -STAGE サイトをリリ

ースする予定です。  

 
図１  J-STAGE へのデータ移行の状況  
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J -STAGE サイトの URL は下記の通

りです。もちろん検索サイト経由で

もご覧頂けます。  
  国際 P2M 学会誌（ 有 審 査 論 文 カ レ

ン ト 誌 ） [ 5 ]  
h t t p s : / / www. j s t a g e . j s t . go . j p /b r o ws e / i a p p

mj o u r / - c h a r / j a /  

  国際プロジェクト・プログラムマ

ネジメント学会誌（ 有 審 査 論 文 前 身

誌 ） [ 6 ]  
h t t p s : / / w w w. j s t a g e . j s t . g o . j p / b r o w s e / i a p p m j o u

r a n t e / - c h a r / j a  

  国際 P2M 学会記念論文集（ 有 審 査

論 文 前 身 誌 ） [ 7 ]  
h t t p s : / / w w w. j s t a g e . j s t . g o . j p / b r o w s e / i a p p mj o u r f

i r s t i s s u e / - c h a r / j a  

  国際 P2M 学会研究発表大会予稿

集 [ 8 ]  
h t t p s : / / www. j s t a g e . j s t . go . j p /b r o ws e / i a p p

mp ro c / - c ha r / j a /  

 
３．最新版の J-STAGE 利用方法  
 J -STAGE の 画 面 レ イ ア ウ ト が

2017 年 11 月に刷新されましたので、

新 し い 画 面 の 簡 単 な 使 い 方 を 説 明

致します。  
 各雑誌のトップページは、各種検

索 サ イ ト で 書 誌 名 で 探 し て 頂 け れ

ば、恐らく最上部でヒットすること

と思います。アクセスしますと図２

の よ う な 書 誌 サ イ ト の ト ッ プ ペ ー

ジが出てきます。  
この画面では、注目記事や月間ア

クセス数ランキング（共にアクセス

状況から自動表示）、発行機関の基

本情報・投稿方法・規程の閲覧、前

身誌へのリンク、J -STAEG 内の全て

の 記 事 を 対 象 と し た 検 索 機 能 が 提

供されています。実はこのトップ画

面 で は 「 こ の ジ ャ ー ナ ル 内 で の 検

索」機能が提供されていません。当

該機能を利用する場合、まずメニュ

ーから「巻号一覧」をクリックし、

その先のページ（図３）でご利用下

さい。  
 

 

図２  J-STAGE 書誌サイトのトップ画面 [ 5 ]  

 

 
 

図３  巻号一覧の画面 [ 5 ]  
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巻号一覧の画面では、巻号を指定

した記事の表示、書誌内の記事検索

機能、各記事の PDF ダウンロード機

能等が提供されています。論文・講

演資料の PDF は、これまでと同様に

公開から 6 か月の間は、会員のみ入

手可能です。会員の皆様には、春季

研究発表大会の直前にその年度に

おける学会誌・予稿集共通の購読者

ID・パスワードをメールで通知して

おります（年度途中で新規入会頂い

た方は別途事務局へお問合せ下さ

い）。ダウンロードした PDF は印刷

とテキスト選択は可能ですが、改変

はできません。  
 
４．国際 P2M 学会誌の h 指数につ

いて  
前述の「国際 P2M 学会誌」は、ご

存 知 の 通 り 当 学 会 の 査 読 付 き 論 文

を掲載したカレント誌ですが、この

雑 誌 が 国 内 学 術 雑 誌 に お け る

h5-index のランキングで 21 位にラ

ンクインしました。貴重な論文をご

投稿頂いた著者の皆様や、査読部会

の先生方をはじめとする、ご関係者

各 位 の ご 尽 力 が 形 と し て 現 れ た 成

果と考え、報告させて頂きます。  
h 指数とは、ジャーナルや研究者

の学術的貢献・権威を表す評価指標

です。これに類似する指標として有

名なものに Impact  Factor があり、こ

ち ら で は 引 用 文 献 デ ー タ ベ ー ス

Web of  Science のデータを基に、当

該ジャーナルにおける「 2・3 年前の

論文掲載数」に対する「 2・3 年前の

論文が 1 年前に引用された数」の平

均値を求めることで算出されます。

この Impact  Factor は現在学術界で

最 も 定 着 し て い る 評 価 指 標 で あ る

一方、評価対象が Web of  Science に

掲 載 さ れ て い る 雑 誌 に 限 定 さ れ る

こと、掲載記事の母数を減らすこと

で 値 を 高 め る こ と が 可 能 で あ る こ

と 等 の デ メ リ ッ ト が 指 摘 さ れ て い

ます [ 9 ]。一方 h 指数では「公刊した

論文のうち被引用数が h 回以上であ

るものが h 件以上あることを満たす

ような最大の数値」を求めます [ 1 0 ]。

例 え ば あ る ジ ャ ー ナ ル に 掲 載 さ れ

た論文のうち、被引用数が 10 回だ

ったものが 1 件、 5 回だったものが

4 件、 3 回だったものが 5 件あった

場合、「 5 回以上引用された論文が 5
件以上ある」ため h 指標は 5 です。

もっと卑近な表現をするなら、「た

く さ ん 引 用 さ れ る 論 文 を た く さ ん

掲載するほど高くなる評価指標」で

す。この値の算出に用いるデータの

対 象 期 間 が 5 年 間 で あ る 指 標 が

h5-index です。算出方法は少し複雑

ですが、当該ジャーナルの「論文掲

載数（量）」と「被引用数（質）」の

双 方 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 評 価 指

標として近年注目されており、2012
年より「 Google  Scholar  Met r ics」に

て 各 国 の ラ ン キ ン グ 情 報 が 提 供 さ

れています。  
この「 Google  Scholar  Met r ics」が

算 出 し た 当 学 会 の 査 読 付 き ジ ャ ー

ナル「国際 P2M 学会誌」における

h5-index は 2018 年 4 月時点で「 7（中

央値： 15）」、この値は国内の査読付

きジャーナルの中で 21 位（！） [ 4 ]

です。ちなみにいわゆる「査読付き

ジャーナル」は 2013 年時点で 3,304

https://scholar.google.com/citations?view_op=top_venues&hl=en&vq=ja
https://scholar.google.com/citations?view_op=top_venues&hl=en&vq=ja


P2M マガジン No.5, pp.3-7 (2018) 
 

6 
 

誌存在します [ 3 ]（ただし分野によっ

て 論 文 引 用 の 傾 向 が 異 な る 点 に 留

意する必要があります）。  

 
図４  Goog le  Scho lar  Metr i cs における国内

学術誌の h-5 i ndex の Top100 ランキング [ 4 ]  

  
Google  Scholar  Met r ics のランキン

グ表示画面（図４）では、各ジャー

ナルの h5-index の値と、その算出根

拠 と な っ た 論 文 の 被 引 用 数 の 中 央

値が確認できます。さらに各ジャー

ナ ル の リ ン ク を 選 択 す る と 、

h5-index の算出根拠となった論文の

被引用数が参照できます（図５）。

現状、国際 P2M 学会誌は「被引用

数が 8 回以上の記事が 7 件」あり、

h5-index は 7 となっています（ちな

みにもし被引用数が 8 回以上の記事

があと 1 件あれば h5-index は 8 とな

り国内 10 位でした）。この事実をア

グレッシブに言い換えれば、「他の

論文から 7 回以上引用された優れた

論文が、過去 5 年間に 7 件も掲載さ

れているジャーナル」であることを

示しています。  

 
図５  国際 P2M 学会誌の h5- index 算出根拠  

（ 図 ４ の 画 面 か ら 国 際 P 2 M 学 会 誌 の リ ン ク を 選 択 し 表 示 ）  

 
５．終わりに  
 学 術 誌 に お け る 評 価 指 標 は い ず

れもデメリットを有しますし、この

指数のみでジャーナル・研究者の価

値を判断する危険性は、皆様もご存

知のことと思います。また現状では、

当学会誌を含む国内 Top100 のジャ

ーナルにおける論文の被引用は、殆

ど同誌内の論文からでした（各誌と

も オ リ ジ ナ ル な 専 門 領 域 を 対 象 に

するためむしろ必然的）。  
 ただグローバル化が進行し、専門

領 域 の 垣 根 が 低 く な り つ つ あ る 昨

今、このような共通的・客観的な指

標 が 無 視 で き な い こ と も 自 明 の 理

でしょう。会員の一人として「でき

る限り早く・良い論文を投稿し続け

る」ことが、数年後 Win-Win の波及

効果を起こすことを、この記事を書

いていて明確に感じました。またマ

ネ ジ メ ン ト 系 ト ッ プ ジ ャ ー ナ ル で

あ る 「 Journal  of  Management 」 と

「 Management  Science」の h5-index
は共に 82 で、 Stra tegic Management
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に 分 類 さ れ る 全 世 界 の ジ ャ ー ナ ル

でトップタイでしたが、これらの h
指数に用いられた論文の被引用は、

ほとんど他誌からのものでした [ 1 1 ]。 
学会誌の J -STAGE 移行によって、

皆様の貴重なご知見・ご経験に基づ

くオリジナルな主張を、既往研究の

効率的な調査でさらに洗練させ、全

世界へ配信する基盤が整いました。

さ ら に こ れ ま で の 皆 様 の ご 尽 力 に

よって「 h5-index 国内 21 位」とい

う確かな手応えが得られました。こ

れらで築かれた当学会の学会誌・研

究 発 表 大 会 と い う プ ラ ッ ト フ ォ ー

ムの上で、会員の皆様の学術的・社

会的活動をさらに加速し、長期的に

は全世界から注目・引用される論文

が 多 数 配 信 さ れ る ま で 共 に 成 長 し

ていく、というシナリオが描けない

でしょうか？私も編集委員の一員、

そして論文著者の一人として、この

構想（妄想？）を実現するべく微力

を尽くして参りたいと思います。  
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